
 

長野県更級農業高等学校 文化部活動方針 

 

 

目標 

１ 芸術文化等の活動に親しみ、多様な表現や鑑賞、研究や競技等の活動を通して、

豊かな心と創造性の育成を図るとともに、自己肯定感や責任感、連帯感の醸成を目

指す。 

２ 生徒の芸術文化等の能力向上や、生涯を通じて芸術文化等に親しむ基礎を培う。 

３ 自他を尊重する心の育成を大切にし、学年を超えた好ましい人間関係の構築にお

いて必要なコミュニケーション能力と社会性の向上を図る。 

４ 生徒の自主的・自発的な部活動への参加のもとに、合理的でかつ効率的な取り

組みを通じて、判断力や行動力の育成を図る。 

運営方針 

① 休養日の設定について 

  学期中は、原則として、週当たり２日以上の休養日を設ける。（平日は少なくとも

１日、土曜日及び日曜日（以下「週末」という。）は少なくとも１日以上を休養日と

する。週末に大会やコンクールの参加等で活動した場合は、休養日を他の日に振り

替える。） 

② 活動時間について 

１日の活動時間※は、平日及び学校の休業日（学期中の週末を含む。）ともに、長

くとも３時間程度とし、できるだけ短時間に、合理的でかつ効率的・効果的な活動

を行う。平日の活動時間は１８時３０分までとし、１８時４５分完全下校とする。 

なお、大会やコンクール等で、基準とする１日の活動時間を上回る場合には、他

の日の活動時間を調整するなど、週当たりの活動時間にも留意する。 

（※「活動時間」…本方針における「活動時間」とは、部活動として活動する時間である。ただ

し、会場への移動、当日の準備・片づけの時間は含まない。） 

③ 長期休業中の休養日・活動時間について 

  原則として、学期中に準じた扱いを行う。また、生徒が十分な休養を取ることが

できるとともに、文化部活動以外にも多様な活動を行うことができるよう、ある程

度長期の休養期間（オフシーズン）を設ける。 

④ 大会等への参加方針について 

  生徒の教育上の意義や、生徒や文化部顧問の負担が過度とならないことを考慮し

て、参加する大会やコンクール等を精査する。 

⑤ 顧問会等、部活動運営に係る協議の場の設定について 

  各部の活動状況の把握及び部活動運営に係る協議の場として、定期的に文化部顧

問会を開催し、組織的な取り組みのもとに共通理解を図るよう心がけ、文化部全体

の健全な集団づくりに努める。 

⑥ その他 

  定期考査前１週間は、職員会議で認められたもの以外は部活動を休止とする。 

指導体制の工夫 

＊校内組織での工夫 

  可能な限り顧問を複数体制とし、互いが生徒のために尽くす姿勢をもって職務に

当たる。更に、顧問同士が相互に協力・支援し合い、互いの負担軽減になるように

努める。また、部活動顧問と教科担当・担任との連携を密にし、生徒の学習と部活

動の両立が図られるように取り計らう。 

＊地域との連携 等 

  地域の外部指導者が配置されている部活では、外部指導者との連携を密にして健

全な部活動指導が行われるように配慮する。 

 


